
明
治
五
年
、
渋
沢
栄
一
（
三
十
二
歳
）

は
ま
だ
実
業
家
で
は
な
く
、
大
蔵
省
の
役

人
で
し
た
。
渋
沢
栄
一
の
上
司
は
大
蔵
大

輔
（
大
蔵
省
次
官
）
の
井
上
馨
で
す
。

同
年
、
井
上
馨
は
、
幕
府
の
救
済
基
金

「
七
分
積
金
」
を
資
金
に
し
て
首
都
東
京

の
道
路
や
橋
梁
な
ど
の
整
備
を
進
め
よ
う

と
考
え
、
そ
の
た
め
の
団
体
「
営
繕
会
議

所
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
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ま
た
同
年
、
東
京
府
知
事
に
就
任
し
た
の

が
大
久
保
一
翁
。
江
戸
城
の
無
血
開
城
の
際

は
幕
府
側
の
代
表
者
で
し
た
。
幕
府
の
「
七

分
積
金
」
を
新
政
府
に
引
き
渡
し
た
の
も
大

久
保
一
翁
で
す
。

明
治
時
代
の
は
じ
め
、
東
京
に
は
幕
府
瓦

解
に
よ
り
収
入
を
失
っ
た
失
業
者
が
浮
浪
者

と
な
っ
て
町
中
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
七

分
積
金
は
本
来
は
困
窮
者
の
救
救
済
の
資
金

で
あ
り
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
資
金
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

大
久
保
一
翁
府
知
事
は
、
東
京
の
浮
浪
者

の
救
済
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
営
繕
会
議
所

に
諮
問
し
ま
し
た
。

知
事
の
諮
問
を
う
け
、
営
繕
会
議
所
は
す

ぐ
に
、
失
業
対
策
や
困
窮
者
の
保
護
施
設
の

プ
ラ
ン
を
答
申
し
ま
し
た
。

同
時
期
に
ロ
シ
ア
皇
子
の
来
日
に
際
し
て
浮

浪
者
の
強
制
収
容
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
と
き
集
め
ら
れ
た
人
た
ち
を
収
容
す
る

施
設
が
、
そ
の
ま
ま
営
繕
会
議
所
の
答
申
に

あ
っ
た
保
護
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

明
治
五
年
、
営
繕
会
議
所
が
運
営
す
る
施
設

「
会
議
所
附

養
育
院
」
の
始
ま
り
で
す
。

翌
明
治
六
年
。
大
蔵
省
の
井
上
馨
と
渋
沢
栄

一
は
過
大
な
支
出
を
求
め
る
各
省
と
対
立
し
、

二
人
い
っ
し
ょ
に
大
蔵
省
を
辞
職
。
渋
沢
は
実

業
家
に
転
身
す
る
と
同
時
に
、
大
久
保
一
翁
の

働
き
か
け
で
営
繕
会
議
所
の
経
営
立
て
直
し
に

取
り
組
み
ま
す
。

明
治
九
年
に
会
議
所
が
無
く
な
る
と
、
渋
沢

栄
一
（
三
十
六
歳
）
は
養
育
院
運
営
の
代
表
者

に
な
り
、
そ
の
後
九
一
歳
で
没
す
る
ま
で
養
育

院
の
代
表
を
続
け
ま
し
た
。

渋沢栄一

井上 馨

大久保一翁

養育院に建立された
渋沢栄一院長の銅像

養育館と養育院



さ
て
、
営
繕
会
議
所
設
置
・
大
久
保
一

翁
の
府
知
事
就
任
・
養
育
院
創
設
と
続
い

た
明
治
五
年
。
大
蔵
省
に
は
、
井
上
馨
・

伊
藤
博
文
・
渋
沢
栄
一
・
松
方
正
義
・
得

能
良
介
・
郷
純
造

・
吉
田
清
成

・
陸
奥

宗
光

・
芳
川
顕
正

・
田
中
光
顕

・
前
島

密

・
中
品
信
行

・
星
亨
な
ど
、
政
・

財
・
官
界
の
中
心
に
な
る
人
材
が
集
ま
っ

て
い
ま
し
た
。

の
ち
に
日
本
銀
行
を
創
設
し
、
総
理
大

臣
を
二
度
務
め
た
松
方
正
義
は
、
大
蔵
省

の
仕
事
に
就
く
前
は
明
治
三
年
ま
で
日
田

県
（
大
分
・
福
岡
）
の
県
知
事
で
し
た
。

松
方
正
義
知
事
は
、
飢
饉
が
多
か
っ
た
日

田
に
間
引
き
や
捨
て
子
の
悪
習
が
続
い
て
い

る
こ
と
を
知
り
、
地
元
の
医
師
と
と
も
に
、

捨
て
子
や
孤
児
を
集
め
て
育
て
る
施
設
を
作

り
ま
し
た
。
明
治
二
年
に
作
ら
れ
た
そ
の
施

設
は

養
育
館
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
四
年
、
松
方
は
、
井
上
馨
が
実
質
的

な
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
た
大
蔵
省
に
入
省
し
、

地
租
改
正
に
取
り
組
み
ま
す
。

養
育
院
の
名
の
由
来
は
、
松
方
正
義
が
創
っ

た
養
育
館
で
し
ょ
う
か
？

幕
末
、
大
久
保
一
翁
ら
開
明
派
は
、
西
欧
の

救
貧
施
設
「
貧
院
・
幼
院
・
病
院
」
の
知
識
を

も
っ
て
い
ま
し
た
。
一
翁
は
そ
の
知
識
を
元
に

「
病
幼
院
」
の
プ
ラ
ン
を
作
り
、
幕
府
に
提
案

し
て
い
ま
す
。
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
。

養
育
館
と

・
・
・
院
（
西
欧
の
救

貧
施
設
の
名
称
）
を
併
せ
て
、

養
育
院
と
し

た
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
う
だ
と
す
る
と
、
養

育
院
と
い
う
名
前
を
決
め
た
の
は
誰
で
し
ょ

う
？養

育
院
命
名
の
経
緯
は
記
録
が
残
さ
れ
て
お

ら
ず
、
真
相
は
不
明
で
す
。

松方正義

大蔵省と内務省（明治10年）


